
∴
 
 
 

吾
政
府
が
本
年
盲
十
盲
に
金
の
輸
出
禁
止
を
解
除
し
て
か
ら
≡
月
末
ま
で
に
減
少
心
た
在
内
及
び
在
外
の
正
貨
は
試
倍
数
千
 
 

高
閲
に
及
ぶ
と
推
測
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
、
明
確
な
数
字
膵
硯
は
れ
た
部
分
に
つ
い
て
の
み
見
る
も
次
の
如
き
事
情
に
あ
る
。
先
づ
年
 
 

初
か
ら
＝
膏
末
日
迄
に
、
内
均
よ
り
輸
出
さ
れ
た
る
金
銀
の
倍
額
は
合
計
安
憶
七
千
六
百
六
拾
萬
九
千
園
に
達
す
る
。
こ
の
内
よ
少
 
 

輸
入
さ
れ
た
金
銀
の
慣
額
拾
車
馬
五
千
園
を
差
引
く
も
荷
受
億
七
千
六
百
囚
拾
七
萬
四
千
囲
の
輸
出
超
過
で
あ
る
。
こ
の
数
字
の
中
 
 

に
は
鋭
も
多
少
は
含
ま
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
が
そ
れ
は
大
し
た
も
の
で
は
計
か
ら
う
。
叉
解
禁
前
の
石
上
旬
に
輸
出
さ
れ
た
金
銀
 
 

貸
は
殆
ん
ど
皆
無
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ら
う
か
ら
結
局
試
憶
七
千
萬
囲
の
金
が
解
禁
後
約
八
十
日
の
間
に
流
出
し
た
と
見
る
こ
と
が
 
 

出
来
や
う
。
 
 

商
工
経
済
研
究
 
弟
五
奄
第
二
戟
 
（
別
品
藍
）
 
 

正
貨
減
少
の
間
塩
 
 

正
貨
減
少
の
尚
題
 
 

（
一
〇
九
）
 
 
】
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



（
∴
一
〇
）
 
こ
 
 

第
東
塔
 
第
二
鍍
 
 

叉
別
筒
の
方
耐
よ
り
見
て
、
三
月
末
日
迄
に
現
送
の
目
的
を
以
て
日
本
銀
行
の
本
店
又
は
支
店
で
兜
挽
さ
れ
た
正
貨
の
畳
を
算
定
 
 

す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
萱
億
七
千
百
式
拾
筒
囲
に
上
る
。
そ
の
内
諾
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

（
1
）
元
来
日
水
銀
行
の
究
摸
¢
内
容
ほ
正
式
l
＝
静
来
さ
れ
兄
い
の
で
ぁ
ろ
か
ら
、
之
等
の
数
字
ほ
様
め
て
i
E
砥
だ
ミ
托
い
へ
な
い
。
併
し
三
月
十
 
 
 

三
日
進
に
究
摸
さ
れ
た
も
易
ミ
し
て
新
聞
紙
上
に
敬
慕
さ
れ
圭
故
事
ほ
綺
倍
照
し
得
ら
れ
る
孟
心
っ
た
の
で
、
之
を
去
冒
し
更
に
三
月
†
 
 
 

七
里
三
井
、
ユ
ニ
要
所
銀
宥
が
日
淋
銀
所
木
店
で
各
五
官
亀
田
の
究
摸
か
請
求
し
た
q
ミ
三
月
三
十
日
に
シ
チ
一
銭
行
が
日
銀
大
阪
支
店
で
 
 
 

コ
a
〓
○
コ
a
l
 
n
i
｛
y
 
B
a
コ
k
 
 

㍑
報
…
錆
”
L
n
舘
沌
蕗
㍑
報
㈹
張
拍
ル
）
 
 
 

コ
○
コ
k
O
コ
n
知
S
h
a
コ
号
a
i
B
a
コ
k
i
コ
旧
n
O
r
P
O
r
a
t
叫
O
n
 
 

C
h
a
r
【
彗
e
d
 
B
a
コ
宣
O
f
≡
d
石
．
】
コ
u
s
ぎ
巴
蒜
＝
絆
（
h
ぎ
a
 
 

小
 
 

三
 
 
井
 
 
銀
 
 
 

住
 
 
友
 
 
銀
 
 
 

三
 
 
襲
 
 
銀
 
 
 

三
 
 
井
 
 
信
 
 

小
 
 

行
 
 
 

「
‖
 
 
 

計
（
1
）
 
 
 

六
八
、
五
〇
〇
千
円
 
 

∵
五
、
七
〇
〇
 
 
 

一
三
、
0
0
〇
 
 

三
、
O
C
O
 
 
 

】
0
0
、
二
〇
〇
 
 

三
二
、
0
0
0
 
 

二
〇
、
0
0
0
 
 

鵬
五
．
〇
〇
〇
 
 

四
、
0
0
〇
 
 

七
て
0
0
0
 
 
 

】
七
】
、
二
〇
〇
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究
摸
し
ち
二
宮
威
風
ミ
を
加
へ
て
上
記
の
敬
字
の
線
た
1
叉
海
外
輸
送
を
口
約
ミ
ぜ
ず
、
他
の
目
的
の
圭
め
に
こ
究
摸
さ
れ
㍗
金
額
ほ
約
孝
治
 
 

萬
滅
亡
推
算
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 

上
記
の
二
方
面
よ
り
考
察
す
る
忙
、
解
禁
後
に
於
け
る
正
貨
の
現
送
は
愛
惜
七
千
爵
園
を
下
ら
な
い
こ
と
は
碓
嘗
で
あ
る
。
鏑
此
 
 

町
外
に
在
外
革
質
の
減
少
は
約
八
千
爵
園
と
推
算
さ
れ
る
か
ら
、
之
を
加
算
す
れ
ぼ
約
武
億
ガ
干
鹿
蘭
の
京
葉
が
減
少
し
た
こ
と
に
 
 

な
る
。
 
 
 

斯
く
の
如
く
僅
竺
ニ
ケ
月
足
ら
ず
の
期
間
忙
、
か
く
も
多
額
の
正
貨
が
減
少
す
る
こ
と
は
政
府
並
び
に
日
銀
雷
局
の
均
し
く
意
外
 
 

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
叉
一
般
財
界
人
の
驚
嘆
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
つ
を
。
そ
し
て
之
は
可
及
的
十
全
な
る
解
禁
準
備
を
な
し
た
 
 

と
自
信
し
堅
一
日
し
て
ゐ
た
雷
局
を
し
て
叫
時
棺
焦
慮
を
感
ぜ
し
め
、
叉
仙
般
財
界
を
し
て
金
融
引
締
り
に
つ
い
て
の
菓
慮
を
惹
き
起
 
 

さ
し
め
る
ヱ
と
1
な
つ
た
。
 
 
 

併
し
こ
の
後
者
の
憂
慮
中
鱒
は
∵
部
分
政
治
的
の
意
味
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
り
、
叉
兎
角
近
祓
眼
的
な
財
界
の
杷
変
も
手
 
 

樽
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
か
ら
此
の
瓢
を
飴
程
割
引
し
て
考
へ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
け
れ
ど
も
虚
二
の
政
府
並
び
に
日
銀
骨
団
 
 

居
の
焦
慮
は
之
を
軽
々
に
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
や
う
に
忍
ば
れ
る
。
吾
々
は
二
月
中
旬
下
旬
頃
の
雷
局
の
焦
慮
を
眺
あ
る
ょ
 
 

き
、
金
解
禁
の
結
炎
の
預
断
、
従
っ
て
之
に
封
す
る
封
策
に
多
少
の
違
算
は
な
か
つ
た
か
と
疑
つ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
昔
々
は
之
 
 

に
つ
い
て
省
察
し
て
或
違
算
の
あ
つ
た
こ
と
を
世
人
と
共
に
蔑
見
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
敬
見
は
此
の
度
の
金
解
禁
が
吾
が
 
 

脛
臍
劇
に
教
へ
盈
見
き
教
訓
で
も
あ
る
こ
と
を
恩
ふ
も
の
で
あ
る
。
依
っ
て
私
は
今
此
の
鮎
を
念
頭
陀
置
き
つ
1
正
貨
減
少
の
問
題
 
 

正
庶
政
少
の
問
題
 
 

二
三
二
）
 
 
三
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藤
平
巻
夢
二
兢
、
 
 

を
考
究
し
た
い
と
思
ふ
。
 
 

〓
 
 

凡
そ
或
〓
問
に
於
て
硬
貨
の
減
少
を
惹
き
起
し
得
ぺ
き
原
因
（
目
的
因
）
と
な
る
軍
項
は
大
鰹
左
の
四
項
目
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
。
 
 

即
ち
 
 
 

一
馬
替
資
金
の
補
充
 
 

二
 
海
外
借
入
金
の
返
済
 
 

三
 
外
因
資
金
の
引
揚
げ
 
 
 

四
 
番
替
の
利
鞘
稼
ぎ
 
 

是
れ
で
あ
る
。
次
に
こ
の
各
項
に
つ
き
吾
図
の
賛
状
に
即
L
つ
ゝ
詭
明
む
試
み
や
う
。
 
 

席
巻
資
金
の
補
充
 
 

書
観
の
貿
易
の
特
性
と
し
て
叫
年
の
上
年
期
に
は
入
超
撃
不
し
、
下
年
期
に
は
出
超
を
嘉
す
、
そ
は
上
年
期
に
は
綿
花
が
多
く
輸
 
 

入
さ
れ
下
年
期
に
は
生
淋
が
多
額
に
輸
出
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
よ
く
知
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
参
考
の
馬
 
 

最
近
五
年
聞
の
貿
易
状
態
を
示
せ
ぼ
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 

〓
－
二
）
 
 
四
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輸出入貨物用別表  

軍位千鳳（以下切拾） △印入超  
正
坂
城
少
の
問
題
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（
一
一
四
）
 
 
六
 
 
 

第
．
玉
谷
 
 
弟
こ
披
 
 

之
等
の
数
字
に
見
る
が
如
く
毎
年
上
牛
鍋
殊
に
そ
の
初
め
の
方
に
輸
入
が
多
く
、
下
年
期
殊
に
八
、
九
、
十
の
三
ケ
月
に
稔
〓
が
 
 

多
い
。
そ
し
て
結
局
は
輸
入
が
輸
出
に
超
過
し
て
毎
年
二
二
虚
聞
の
支
彿
勘
定
と
な
る
。
こ
の
内
二
部
分
は
貿
易
外
受
取
抽
京
で
相
 
 

殺
さ
れ
て
正
味
外
囲
へ
支
彿
ふ
金
額
は
之
よ
り
も
少
い
。
殊
に
昨
年
は
入
超
璧
億
七
千
筒
凰
忙
し
て
、
殆
ん
ど
同
額
の
貿
易
外
受
取
 
 

抽
衰
が
あ
つ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
故
に
正
味
海
外
へ
支
排
ふ
ペ
き
金
顧
は
な
か
っ
た
や
う
計
計
算
に
な
つ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
若
し
こ
 
 

の
推
算
通
り
正
味
正
貨
彿
の
必
要
が
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
馬
替
資
金
の
必
要
は
な
い
か
と
い
ふ
に
さ
う
で
は
な
い
。
上
記
の
 
 

計
堺
は
普
開
仝
濃
と
し
て
、
且
つ
「
ケ
年
む
通
観
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
毎
月
又
は
毎
日
、
個
々
の
取
引
者
に
つ
い
て
み
る
と
き
 
 

咤
或
は
雷
替
迭
金
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
・
叉
為
替
の
取
立
を
な
す
場
合
も
あ
り
、
常
に
そ
の
収
支
は
ふ
致
し
難
い
。
従
っ
て
こ
の
 
 

眉
替
を
鷺
掌
る
馬
替
銀
行
と
し
て
も
買
焉
替
の
多
い
時
又
は
賛
為
替
の
多
い
時
噂
あ
つ
て
、
常
に
そ
の
賓
貝
が
出
合
っ
て
す
べ
、
て
 
 

の
守
男
が
相
殺
さ
れ
る
や
う
な
寄
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
買
為
替
の
資
金
と
し
て
現
金
を
手
持
に
す
る
と
同
時
に
賛
為
替
の
資
金
 
 

と
し
て
所
謂
璃
替
資
金
を
海
外
に
保
有
し
、
之
を
日
常
に
為
替
を
要
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
失
政
篤
藤
銀
行
は
若
干
の
 
 

焉
懲
資
金
を
保
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
資
金
補
充
の
蔑
め
に
在
内
正
貨
の
輸
朝
を
な
し
又
は
在
外
正
貨
の
排
 
 

下
げ
を
受
け
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

併
し
こ
の
篤
の
正
貨
の
減
少
は
、
常
然
解
禁
準
備
の
中
へ
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
今
更
め
て
驚
ろ
く
を
須
ひ
な
い
事
項
 
 

で
あ
る
。
殊
に
本
年
に
入
っ
て
入
超
も
少
く
左
の
如
き
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
頃
日
は
正
貨
減
少
の
上
に
あ
ま
り
 
 

悲
観
材
料
を
供
給
し
な
い
で
あ
ら
う
。
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尚
一
月
末
か
ら
二
月
初
旬
へ
か
け
て
の
三
井
、
住
友
雨
銀
行
の
正
貨
現
送
は
こ
の
鵠
替
資
金
補
充
の
馬
な
り
と
日
さ
れ
て
ゐ
る
、
 
 
 

そ
し
て
日
銀
と
し
て
も
こ
の
焉
の
正
貨
兜
換
及
び
流
出
は
政
へ
て
拒
ま
ぬ
と
い
ふ
態
度
を
持
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
 
 

＼  

」
ニ
 
 

海
外
借
入
金
の
返
済
 
 

鼓
に
い
ふ
海
外
借
入
金
も
前
項
の
馬
替
資
金
と
同
二
日
的
の
箆
に
周
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
只
為
替
資
金
は
資
産
で
あ
る
が
玄
 
 
 

に
．
い
ふ
借
入
金
は
負
債
で
あ
る
。
焉
替
銀
行
は
為
替
資
金
を
日
常
に
為
替
を
要
る
の
が
状
態
で
あ
る
が
、
正
貨
の
輸
迭
元
よ
り
為
替
 
 

資
金
の
補
充
が
困
難
な
瘍
合
か
、
．
叉
は
氾
貸
の
玲
逸
は
可
能
で
あ
る
が
そ
れ
よ
り
も
叫
時
梅
外
の
銀
行
よ
り
借
用
金
を
な
し
て
之
を
 
 
 

鶴
巻
資
金
と
し
て
発
雷
す
る
方
が
金
利
の
上
よ
り
い
つ
て
有
利
な
る
場
合
な
ど
に
こ
の
借
入
金
を
な
す
。
こ
の
借
入
金
に
し
て
昨
年
 
 

よ
り
本
年
に
持
越
さ
れ
た
額
が
愛
惜
園
以
上
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 

日
本
銀
行
は
極
力
正
貨
の
流
出
を
防
止
す
る
方
集
か
ら
、
と
の
借
入
金
返
臍
の
馬
に
′
正
貨
を
持
出
す
こ
と
を
心
よ
し
と
し
な
い
や
 
 

正
貨
扱
少
の
問
題
 
 

輪
 
 
 
出
 
 

血
囲
九
、
四
九
四
千
円
 
 

】
二
二
、
〇
一
〇
 
 

∵
三
玉
、
五
七
七
 
 

輸
 
 
 
入
 
 

】
九
玉
♪
四
六
六
千
円
 
 

一
七
〇
、
一
五
こ
 
 

一
入
こ
、
四
一
七
 
 

入
 
 
 
超
 
 

四
五
．
九
七
二
千
円
 
 

四
八
、
】
四
二
 
 

四
六
、
入
四
〇
 
 

（
】
ユ
玉
¢
 
 
奄
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笥
五
巻
 
筋
二
航
 
 

（
一
二
大
）
 
 
八
 
 

ぅ
に
見
え
た
。
然
る
に
こ
の
借
入
金
は
比
較
的
高
率
の
利
手
が
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
た
め
」
馬
藤
銀
行
は
鴇
分
に
て
も
之
が
返
済
の
目
 
 

的
を
以
て
華
貨
の
規
迭
を
し
た
い
希
望
を
有
し
て
ゐ
る
模
様
で
あ
つ
た
。
然
る
に
二
月
釆
に
於
け
る
三
井
信
託
の
な
せ
る
武
官
萬
園
 
 

の
正
貨
兜
摸
は
正
に
純
然
た
る
梅
外
借
入
金
決
済
の
目
的
を
持
つ
で
ゐ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
叢
に
日
銀
首
局
の
正
貨
政
党
に
封
す
る
 
 

態
度
の
欒
化
を
思
は
し
め
る
も
の
あ
り
と
推
察
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
之
が
珂
由
と
し
七
左
の
数
項
が
掲
げ
ら
れ
た
。
 
 

一
、
政
府
に
財
界
に
魚
激
な
ろ
礎
勒
わ
輿
へ
な
い
た
め
ミ
い
ふ
以
外
に
御
撰
畢
祭
せ
し
て
、
特
王
妃
貨
の
披
ゆ
を
防
止
し
て
ゐ
㌣
が
遊
興
の
持
奥
も
 
 
 

蓬
に
興
業
の
絹
封
多
敬
ビ
な
つ
て
政
局
安
定
ね
待
た
の
で
抑
制
理
由
り
一
年
た
る
政
治
前
審
偶
の
消
滅
し
圭
、
ミ
 

二
、
貿
易
上
の
第
哲
棄
余
事
常
も
ほ
曾
目
鼻
，
い
つ
い
て
脛
済
約
事
情
も
緩
和
し
た
ー
さ
 
 
 

三
、
外
銀
筋
の
現
法
に
よ
る
偽
替
差
金
濁
占
を
防
止
†
ろ
た
め
等
（
大
阪
朝
日
新
開
三
月
こ
日
）
 
 

四
 
 
 

外
囲
資
金
の
引
揚
げ
 
 
 

梅
外
投
資
は
常
に
金
利
と
関
係
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
閉
酋
貯
於
七
投
督
す
る
よ
り
も
外
囲
に
於
で
投
資
す
る
方
が
 
 

有
利
な
る
場
合
に
、
そ
の
外
園
に
資
余
が
投
下
さ
れ
る
。
併
し
そ
の
資
金
投
下
が
何
等
か
の
生
産
額
柴
に
向
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
 
 

ぁ
れ
ぼ
、
そ
の
投
資
が
一
時
不
利
益
と
な
つ
て
も
直
ち
に
之
を
引
揚
げ
る
と
と
は
困
難
で
ぁ
る
。
併
し
宣
の
投
資
が
購
い
市
場
を
有
 
 

す
る
有
償
誇
穿
と
か
叉
コ
ー
ル
と
か
に
向
つ
て
な
さ
れ
常
に
流
動
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
事
情
に
應
じ
て
自
由
に
引
揚
げ
る
こ
と
 
 
 

、  
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が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
一
銭
行
を
中
心
と
す
る
所
謂
外
銀
筋
が
硬
貨
兜
換
を
請
求
し
た
と
き
の
口
嘗
に
は
、
「
日
 
 

本
内
地
の
余
軸
市
場
は
金
融
が
授
漫
で
あ
つ
て
輸
入
資
金
を
受
取
っ
て
も
通
常
な
る
投
資
物
が
な
い
か
ら
、
本
囲
へ
資
金
を
引
揚
げ
 
 

る
」
と
い
ふ
に
あ
つ
た
（
大
朝
、
叫
月
甘
五
日
）
。
併
し
之
は
表
耐
を
つ
く
ら
う
口
葦
で
あ
つ
て
事
茸
は
攻
髄
に
於
て
述
べ
る
利
鞘
稼
 
 

ぎ
が
主
目
的
で
あ
つ
た
。
叉
か
く
の
如
き
こ
と
の
毒
張
さ
れ
た
叫
月
の
下
旬
に
於
て
は
緻
育
準
備
銀
行
の
割
引
歩
合
は
銅
歩
牛
で
あ
 
 

っ
て
、
現
在
よ
り
軋
二
歩
も
高
か
っ
た
た
め
、
そ
の
理
由
が
或
程
度
迄
通
っ
た
様
で
あ
る
。
併
し
今
日
で
は
か
1
る
口
賛
は
少
し
も
 
 

通
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ぼ
所
謂
せ
界
的
低
金
利
時
代
を
現
出
し
て
、
吾
問
の
如
き
寧
ろ
高
金
利
固
に
屈
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

今
世
界
の
重
安
甜
瞬
に
於
け
る
中
央
銀
行
の
利
率
（
公
是
利
率
）
を
比
較
封
照
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

＼  

閥
 

月
 
 
本
 
銀
 
 
行
 
 

】
三
サ
ヨ
ー
ク
湛
備
銀
行
 
 

イ
y
で
フ
 
y
 
ド
銀
行
 
 

フ
 
ラ
 
ノ
 
ス
 
銀
 
行
 
 

ざ
イ
ヴ
○
ラ
イ
七
ス
銀
行
 
 

べ
か
ギ
一
視
戚
銀
行
 
 

ス
エ
ー
デ
 
y
 
銀
行
 
 

イ
 
タ
 
リ
 
ー
 
銀
 
行
 
 
 

正
茂
瞳
少
り
問
題
 
 

現
行
の
利
率
 
 

歩
 
 
 

五
●
四
八
 
 

三
〇
滋
 
 

三
〇
五
 
 

言
〇
〇
 
 

覇
●
〇
 
 

三
〇
五
 
 

囲
0
0
 
 
 

ユ
ハ
・
五
 
 

改
定
前
の
制
率
 
 

玉
。
八
四
 
 
 

囲
●
〇
 
 
 

四
〇
〇
 
 
 

三
〇
署
 
 
 

五
寸
五
 
 
 

四
〇
五
 
 
 

四
〇
嘉
 
 

七
。
O
 

琴
 
一
九
こ
七
 
 

山
九
三
〇
 
 

一
九
三
〇
 
 

一
九
三
〇
 
 

】
九
三
〇
 
 

一
九
二
九
 
 

一
九
三
〇
 
 

一
ら
九
三
C
 
 

貿
 
 
行
 
 
期
 
 

月
 
 
 
 
 
【
ロ
 
ー
〇
 
一
〇
 
 

三
 
一
四
 
 
 

三
 
二
d
 
 
 

一
 
三
一
 
 

三
 
こ
四
 
 

一
二
 
三
一
 
 
 

三
 
 
六
 
 
 

三
 
 
享
 
 
 

（
一
一
七
）
 
 
九
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（
本
来
l
ェ
中
外
財
外
五
啓
二
読
み
基
本
ミ
し
そ
の
後
の
報
導
1
こ
よ
り
て
訂
正
ヱ
 
 

叉
紐
育
準
備
銀
行
並
び
に
英
蘭
銀
行
の
最
近
に
於
け
る
公
党
利
率
の
欒
勤
聖
蛋
ば
次
の
如
く
で
あ
る
β
 
 

第
玉
食
 
 
第
こ
兢
 
 
 

づ
 
ラ
 
ノ
 
ダ
 
銀
 
行
 
 

田
 
y
l
 
ア
 
 
銀
 
行
 
 

ジ
 
ャ
 
バ
 
銀
 
術
 
 

イ
 
y
 
ド
帝
親
銀
行
 
 

雅
常
雄
備
銀
行
 
 

歩
 
 
合
 
 

歩
 
 

六
〇
〇
 
 

玉
0
〇
 
 

四
。
五
 
 
 

黄
 
蘭
 
銀
 
 
行
 
 

歩
 
 
合
 
 

五
〇
滋
 
 

六
●
五
 
 

六
●
〇
 
 

五
。
五
 
 
 

饗
 
 
雅
 
 

一
九
こ
九
 
 

一
九
l
九
 
 

】
九
二
九
 
 

一
九
こ
九
 
 

一
九
二
九
 
 

】
九
二
九
 
 

一
九
二
九
 
 

賛
 
 
施
 
 

】
一
 
 

日
 
 
 

八
 
 
八
 
 

一
〇
 
三
】
 
 

三
〇
五
 
 

入
〇
〇
 
 
 

需
◎
〇
 
 
 

七
〇
〇
 
 

【
H
 
 一

因
 
 

四
〇
〇
 
 

五
〇
五
 
 

六
〇
〇
 
 歩

 
 
合
 
 

姻
 
 

四
〇
〇
 
 

書
孟
 
 

歩
 
 
合
 
 
 

五
〇
〇
 
 

四
・
五
 
 

四
〇
〇
 
 

三
●
五
 
 

（
一
山
八
）
一
〇
 
 
 

山
九
三
〇
 
 
三
 
 
六
 
 

一
九
こ
七
 
 
三
 
二
二
 
 

一
九
三
〇
 
 
二
一
〇
 
 

一
九
二
九
 
J
〇
 
三
〇
 
 

一
九
三
〇
 
 

一
九
三
〇
 
 

質
 
 
権
 
 

一
九
二
九
 
 

一
九
三
〇
 
 

一
九
三
〇
 
 

一
九
三
〇
 
 

ヽ  

質
 
 
権
 
 
日
 
 

＿．■．一   －．一   ■▲・－・▲   ■－一一  

日   

○ 六 六 ニ   四七  
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五
 
 

男
替
町
利
鞘
稼
ぎ
 
 
 

前
節
に
於
て
少
し
′
、
・
述
べ
た
る
が
如
く
、
所
謂
外
鉄
筋
が
大
い
に
活
動
し
て
多
額
の
j
E
貸
の
現
送
を
行
っ
た
の
は
全
く
為
替
の
利
 
 

鞘
を
得
ん
た
め
で
あ
る
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
華
貸
現
法
の
盛
ん
に
行
は
れ
た
叫
月
下
旬
か
ら
二
月
へ
か
け
て
の
電
信
賛
の
正
金
 
 

建
倍
は
封
米
四
十
九
弗
八
分
の
三
見
雷
で
あ
つ
た
。
併
し
市
中
銀
行
の
相
場
は
之
よ
り
も
安
く
、
現
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ー
銀
行
 
 

の
如
き
は
四
十
九
弗
八
分
の
叫
で
賛
っ
て
ゐ
た
。
然
る
に
正
貨
の
硯
迭
を
行
っ
て
手
取
に
し
得
る
米
貨
は
如
何
程
で
あ
る
か
と
い
ふ
 
 

に
飴
程
不
利
益
に
見
積
っ
て
四
十
九
弗
牛
で
あ
る
。
即
ち
今
傾
り
に
或
銀
行
が
日
本
の
金
貨
百
聞
を
米
団
へ
現
送
し
た
と
す
れ
ぼ
、
 
 

米
国
に
於
て
籾
十
九
弗
牛
の
憤
慨
を
獲
得
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
四
十
九
弗
寧
の
米
貨
を
彼
の
袖
に
止
め
て
居
い
て
、
こ
の
米
貨
 
 

を
受
取
り
得
る
杵
利
を
日
本
内
地
で
賛
却
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
相
場
は
四
十
九
弗
八
分
の
二
で
あ
つ
た
と
す
る
。
す
る
と
米
 
 

閣
に
止
め
て
置
い
た
四
十
九
弗
牛
の
貨
幣
全
部
を
受
取
歩
得
る
棟
利
は
日
本
内
地
に
於
て
百
園
七
十
六
鏡
三
寧
二
毛
弘
に
て
密
渡
さ
 
 

れ
る
之
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ぼ
最
初
百
聞
で
買
入
れ
た
も
の
（
米
困
貨
幣
）
が
今
や
百
聞
七
拾
六
銭
三
鱒
二
竜
眼
で
賛
れ
る
の
で
あ
 
 

る
か
ら
七
拾
六
餞
三
軍
二
毛
の
利
益
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
q
併
し
之
は
富
国
に
つ
い
て
の
計
算
で
あ
る
が
、
今
若
し
山
千
馬
園
の
 
 

正
貨
が
甥
速
さ
れ
た
と
す
れ
ぼ
、
忽
ち
に
し
て
七
撃
ハ
千
三
百
三
十
囲
の
利
益
が
得
ら
れ
み
わ
け
で
あ
る
。
併
し
か
く
の
如
く
現
法
 
 

が
有
利
な
る
に
拘
ら
す
四
十
九
弗
八
分
の
言
い
ふ
が
如
き
安
値
で
馬
替
を
貿
出
す
は
不
雷
な
り
と
し
て
】
時
非
難
の
寒
が
起
っ
た
 
 

華
道
減
少
の
間
藤
 
 

〓
一
九
）
 
一
－
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黄
玉
．
谷
 
井
二
携
 
 

（
一
二
〇
）
一
こ
 

た
め
か
、
シ
チ
ー
銀
行
は
そ
の
後
柁
引
上
げ
て
四
十
九
弗
十
六
分
の
五
見
雷
で
資
る
こ
と
に
し
た
。
然
る
に
シ
チ
一
級
行
が
解
禁
以
 
 

後
二
月
二
十
五
日
迄
に
現
送
し
た
正
貨
の
額
は
六
千
五
百
五
十
薦
観
で
掛
る
か
ら
、
之
を
全
部
由
十
九
弗
十
六
分
の
五
で
繁
っ
た
も
 
 

の
と
計
算
し
て
も
三
十
八
笛
仙
千
八
空
ハ
十
五
図
の
利
率
と
な
る
。
近
々
五
旬
を
出
で
ざ
る
期
間
に
斯
く
の
如
き
利
得
を
麹
げ
る
こ
 
 

と
は
、
不
況
の
深
刻
な
今
日
到
底
看
過
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
事
蟹
で
あ
る
。
（
2
〕
 
 
 

（
2
）
三
月
三
十
日
究
摸
竺
二
官
萬
蜘
托
こ
の
計
算
か
ら
除
外
L
た
っ
そ
托
近
撰
希
替
相
均
騰
貴
し
て
四
十
九
弗
十
大
分
の
七
わ
稀
へ
て
ゐ
ろ
の
で
 
 

以
前
程
の
利
金
托
上
げ
終
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

シ
チ
ー
銀
行
が
近
々
五
十
日
問
に
斯
く
の
如
き
莫
大
な
利
益
を
待
た
珊
由
は
た
し
か
に
そ
の
馬
塔
裁
定
の
捜
柄
の
卓
越
し
て
ゐ
る
 
 

こ
と
に
基
因
し
て
ゐ
る
が
、
他
方
日
本
銀
行
が
、
内
地
の
銀
行
に
は
j
E
貨
の
現
送
を
極
力
戒
め
つ
1
、
外
聞
銀
行
に
封
し
て
醗
面
上
 
 

或
は
そ
の
他
何
等
か
の
理
由
で
之
を
強
要
す
る
こ
と
が
損
釆
な
か
っ
た
こ
と
に
も
基
因
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
叉
日
本
銀
行
の
申
貸
政
 
 

策
が
誤
っ
て
ゐ
た
こ
と
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
日
本
銀
行
を
し
て
正
貨
政
箕
を
誤
ら
し
め
た
の
は
、
私
見
を
以
て
す
 
 

れ
ば
現
送
費
の
違
算
に
基
く
も
の
と
児
は
れ
る
。
之
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
之
を
後
に
護
り
、
葦
に
政
党
づ
シ
チ
ー
銀
行
が
如
何
に
 
 

し
て
こ
の
現
送
用
免
換
の
資
金
を
待
た
か
を
二
管
し
や
う
。
 
 
 

即
ち
今
正
貨
を
現
送
せ
ん
と
す
る
と
き
は
、
兜
づ
日
本
銀
行
の
本
店
又
は
支
店
に
於
て
正
貨
を
免
擁
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
こ
の
 
 

免
換
の
焉
に
持
出
す
資
金
の
調
達
に
つ
き
、
シ
テ
ー
銀
行
は
巧
み
に
叉
敏
捷
に
立
由
っ
た
。
普
通
な
ら
ば
手
稗
遊
資
を
允
換
し
遺
し
 
 

た
な
ら
ば
一
と
兜
づ
園
資
金
は
快
乏
を
釆
た
す
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
利
に
敏
な
る
彼
等
は
此
麗
で
技
手
し
な
い
。
即
ち
上
海
市
場
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を
夢
先
鞄
と
し
て
選
び
、
銀
貨
安
を
利
用
し
て
担
管
ま
エ
應
上
海
に
迭
金
せ
し
め
、
更
に
上
海
よ
り
日
本
忙
資
金
を
漱
寄
せ
之
を
 
 

以
て
正
貨
の
允
換
を
行
ひ
、
次
い
で
現
送
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
上
海
を
夢
定
地
と
す
る
為
替
の
送
金
も
長
く
有
利
に
用
ひ
る
 
 

と
と
は
で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ぼ
観
官
苗
婁
で
上
海
為
替
の
買
が
盛
に
な
れ
ぼ
自
然
上
海
宛
為
替
相
場
の
聡
史
と
な
少
以
前
程
安
く
 
 

銀
焉
替
藍
見
ふ
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
似
っ
て
閲
資
金
′
の
原
慣
も
高
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
シ
チ
ー
銀
行
は
二
月
下
旬
に
至
 
 

っ
七
重
く
凰
資
金
の
紋
乏
を
発
た
し
三
月
末
迄
正
貨
兜
換
を
請
求
せ
ぎ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
旦
二
月
三
十
日
に
至
っ
て
久
し
 
 

振
正
三
日
露
園
の
允
換
を
日
銀
大
阪
支
店
監
叩
求
し
た
こ
と
は
上
に
述
べ
た
。
 
 

米
 
 

本
節
に
於
て
は
日
本
銀
行
の
正
貨
政
策
に
つ
い
て
述
べ
や
う
と
思
ふ
。
政
府
の
金
解
禁
牽
明
後
大
腰
常
局
は
在
外
正
貨
の
賢
渡
し
 
 

と
金
貨
の
免
換
と
を
年
々
に
行
ひ
正
貨
の
需
宴
を
充
た
さ
う
と
計
測
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
金
貨
允
換
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
が
、
 
 

在
外
j
E
貨
庶
出
の
値
段
が
そ
の
買
手
の
申
出
相
場
と
折
合
は
な
か
つ
た
馬
、
驚
際
に
は
在
外
正
貨
の
魔
分
は
比
較
的
僅
か
し
か
行
は
 
 

れ
ず
、
主
と
し
て
金
貨
の
允
換
を
以
て
向
ふ
こ
と
ゝ
な
つ
た
の
で
あ
る
。
 
 

日
本
銀
行
が
金
貨
允
換
を
以
て
正
貨
の
需
要
忙
向
つ
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
在
外
正
貸
嬰
液
相
場
の
折
合
が
付
か
な
か
つ
た
こ
と
 
 

の
外
に
街
三
の
理
由
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
第
石
衣
外
正
貨
の
補
充
は
仲
々
国
雄
な
る
が
故
に
な
る
べ
く
こ
の
保
存
に
努
め
 
 

る
様
に
し
た
こ
と
、
第
二
に
は
金
貨
允
換
に
依
れ
ば
積
送
に
つ
き
手
数
を
要
し
、
叉
米
閥
へ
到
着
後
も
日
本
の
金
貨
は
直
ち
に
米
菓
 
 

正
貨
減
少
の
開
放
 
 

〓
二
こ
 
二
ニ
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（
一
こ
二
）
 
∵
四
 
 

第
五
番
 
 
第
二
渋
 
 

と
交
換
さ
れ
ず
、
造
幣
局
に
於
て
試
験
し
、
そ
の
金
純
分
壱
確
め
て
か
ら
で
な
け
れ
ぼ
米
貿
を
接
待
す
こ
と
の
で
き
な
い
と
い
ふ
不
 
 

便
の
存
す
る
た
め
、
金
貨
允
換
に
す
れ
ぽ
正
貨
の
流
出
を
幾
分
で
も
閉
止
し
得
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
蓼
げ
ら
れ
 

る
0
 
 
 

吾
が
政
府
並
び
に
日
本
銀
行
常
局
が
解
禁
直
前
、
即
ち
本
年
両
月
上
旬
に
於
て
金
貨
の
鍔
退
を
盛
ん
に
行
ひ
、
又
金
貨
允
換
を
喧
 
 

俸
L
た
の
は
在
外
蓋
貨
の
資
渡
を
差
拉
へ
更
に
正
貨
の
流
出
を
幾
分
に
て
も
阻
む
意
味
で
の
叫
の
宣
倍
で
あ
つ
た
様
に
見
ら
れ
て
ゐ
 
 

る
0
 
 
 

次
に
私
は
現
法
資
の
問
題
を
考
慮
し
て
み
た
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
、
日
銀
が
在
外
茫
貨
の
繋
渡
相
場
を
銅
十
九
抑
八
分
の
三
と
稲
 
 

へ
て
ゐ
る
の
に
選
手
側
が
之
に
應
じ
な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
を
も
開
明
し
、
叉
私
ひ
て
吾
が
常
局
の
正
貨
改
発
の
根
本
問
題
に
も
解
 
 

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

上
蓮
の
如
く
日
銀
が
四
十
九
弗
八
分
の
二
盲
稲
へ
る
の
は
、
日
銀
の
見
解
に
よ
れ
ば
之
が
革
質
輸
送
部
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
 
 

る
。
然
ら
ば
こ
の
数
字
は
如
何
に
し
て
出
て
衆
た
か
と
い
ふ
に
、
之
は
先
年
岩
槻
内
閣
（
片
岡
減
額
）
の
時
代
に
政
府
が
そ
の
所
有
に
 
 

か
ゝ
る
正
貨
二
千
萬
弗
ぼ
か
り
を
米
国
へ
現
法
し
た
と
き
の
経
験
に
基
き
、
今
回
日
銀
が
大
鰐
次
の
様
な
封
罫
女
施
し
た
結
果
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
今
宵
萬
園
の
正
貨
を
桑
梅
迫
愕
局
へ
遮
り
屈
け
米
貨
を
手
取
り
に
す
る
迄
の
諸
費
用
は
合
計
九
千
凶
百
五
十
園
 
 

で
こ
の
内
諜
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

一
 
道
 
 

餞
 
 

三
、
七
五
〇
円
 
 
（
組
節
の
八
分
の
三
％
ミ
見
て
）
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（
3
）
 
 

来
臨
の
造
幣
局
に
於
て
試
験
の
雷
め
提
供
さ
れ
た
金
貨
又
は
砲
金
の
減
損
偵
格
及
び
試
験
の
手
数
料
等
を
指
す
。
四
、
雑
費
は
荷
造
 
 

費
、
陸
上
運
般
費
、
紡
績
費
、
陸
揚
費
、
輸
送
警
衛
費
等
を
含
む
。
次
に
五
、
金
利
は
日
本
銀
行
に
於
て
正
貨
兜
換
を
な
し
て
よ
少
 
 

米
観
に
於
て
米
圃
貨
幣
を
手
取
に
す
る
迄
に
二
十
日
の
日
子
を
資
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
期
間
の
利
子
で
あ
る
。
 
 

（
3
）
米
固
の
貨
幣
l
こ
闊
す
る
法
規
に
次
の
如
き
規
定
が
あ
ろ
。
 
 

撃
二
千
五
官
二
十
二
條
 
化
鼠
酵
又
ハ
棒
〓
鋳
造
ノ
籍
喩
納
セ
ラ
レ
タ
か
各
地
金
ヨ
ワ
試
験
二
供
ス
か
〓
十
分
ナ
か
分
撃
7
・
試
金
管
二
引
渡
ス
ヘ
 
 

ソ
試
験
後
規
ル
地
金
ハ
試
金
官
之
チ
理
串
二
法
付
ス
〈
シ
 
 

第
三
千
五
官
二
†
三
傑
 
試
金
官
ハ
其
ノ
試
験
シ
タ
か
地
金
ノ
性
質
叉
ご
川
位
及
哩
轟
力
戦
納
人
ヨ
V
徴
収
ス
〈
≒
左
二
規
定
七
雲
丁
数
料
ノ
 
 

金
鶴
チ
計
算
ス
ル
ニ
供
ス
ル
参
考
事
項
ヲ
理
事
二
報
督
ス
〈
シ
 
 

第
三
千
五
軍
芋
四
條
 
松
雄
愈
地
金
チ
貨
幣
二
引
摸
フ
ル
手
数
料
二
％
ノ
五
分
ノ
一
ト
ス
標
準
銀
チ
ト
レ
ー
ド
。
ダ
ラ
ー
一
読
摸
フ
ル
手
 
 

数
料
、
地
金
力
松
雄
以
下
ノ
場
合
二
於
テ
鈴
解
及
綺
製
チ
街
フ
手
数
料
、
造
幣
二
木
連
番
チ
か
金
愚
チ
含
有
ス
ル
場
合
二
於
テ
強
靭
ナ
ラ
 

シ
ム
か
手
数
料
、
地
金
力
糠
蜂
以
上
ノ
場
合
二
於
テ
蓼
利
二
用
フ
ル
銅
ノ
使
用
斜
、
金
銀
併
存
ス
ル
場
合
二
於
テ
金
銀
チ
分
馳
ス
か
手
取
 
 

以
上
諸
項
目
の
内
、
叫
、
運
賃
及
び
 
 

正
貨
城
少
の
間
趨
 
 

二
 
浮
上
保
険
料
 
 

三
 
分
析
塵
目
減
り
 
 

訂
 
 

一
、
こ
刃
〇
 
 

六
二
五
 
 
 

五
四
五
 
 

三
、
こ
八
〇
 
 

九
、
四
五
〇
 
 

二
、
海
上
保
険
料
の
二
項
目
は
訟
明
を
要
す
る
迄
も
な
か
ら
う
。
三
、
分
析
盈
目
減
り
は
 
 

（
年
六
分
亡
兄
て
二
†
日
間
分
）
 
 

（
組
額
の
八
分
¢
一
％
ミ
計
算
し
て
）
 
 

（
娩
顆
の
十
六
分
め
一
％
、
＝
の
申
に
ほ
エ
ー
ジ
エ
ソ
ト
の
手
数
料
を
含
む
）
 
 

（
一
二
三
）
一
五
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第
玉
谷
 
劣
こ
披
 
 

（
一
二
凹
）
 
〓
ハ
 
 

料
、
棒
ノ
禦
旭
料
ハ
大
拭
大
臣
ノ
同
意
ヲ
轡
1
7
造
幣
局
姦
自
己
ノ
認
定
二
俵
七
前
沼
ノ
場
合
二
於
デ
用
七
ラ
レ
タ
か
樹
料
、
勢
力
、
拘
耗
 
 

及
機
械
使
用
ノ
平
均
常
設
卜
等
シ
ク
且
之
チ
超
過
セ
シ
ム
ル
コ
ゝ
一
ナ
ク
随
時
之
チ
定
ニ
シ
（
千
八
百
七
十
四
年
六
月
こ
サ
六
日
ノ
條
合
 
 

音
鳳
活
幣
属
僚
行
米
閻
化
丸
幣
法
規
一
五
〇
l
二
員
）
 
 

さ
て
以
上
の
計
算
に
よ
れ
ぼ
、
百
篤
胤
の
正
貨
を
現
送
す
れ
ば
九
十
九
萬
五
百
五
十
園
の
手
取
と
な
る
。
即
ち
百
園
に
つ
い
て
九
 
 

十
九
園
五
餞
正
厘
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
対
米
の
法
定
平
憤
は
囚
十
九
弗
八
型
ハ
で
あ
る
か
ら
、
九
十
九
園
五
銭
五
度
を
 
 

米
貨
に
換
算
す
れ
ば
囚
十
九
些
二
七
凶
註
と
な
り
約
四
十
九
弗
八
分
め
三
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
之
が
日
本
か
ら
米
国
へ
の
正
 
 

貨
輸
送
鮎
と
考
へ
ら
れ
、
こ
の
相
場
で
日
銀
が
在
外
正
貨
を
聾
渡
す
と
き
は
自
ら
硯
迭
す
る
場
合
と
紙
得
な
し
と
い
ふ
計
算
が
建
て
 
 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

然
る
に
外
鉄
筋
の
計
算
は
之
よ
り
も
飴
程
安
憤
な
見
積
り
に
な
つ
て
ゐ
る
、
兜
づ
第
叫
に
注
目
す
べ
き
は
金
利
で
あ
る
、
之
は
上
 
 

記
の
計
算
で
は
年
六
分
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
今
日
定
期
預
金
で
も
年
五
分
乃
壷
年
初
分
五
庵
で
あ
る
か
ら
六
分
に
計
算
す
る
の
は
不
 
 

雷
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
遊
資
を
コ
ー
ル
に
出
し
て
居
て
之
を
引
揚
げ
て
現
送
用
免
換
に
供
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
 
 

の
日
歩
約
叫
鑓
に
つ
い
て
二
十
日
間
分
の
損
失
と
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
若
し
日
本
銀
行
へ
の
首
座
預
金
と
し
て
ゐ
た
も
の
を
引
出
 
 

す
か
、
又
は
手
許
の
遊
金
を
以
て
現
送
を
す
る
と
き
は
上
記
の
如
き
金
利
は
少
し
も
見
税
る
必
要
が
な
い
。
従
っ
て
金
利
の
項
目
は
 
 

全
然
飢
験
さ
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
次
に
海
上
保
険
料
も
従
来
は
田
園
に
つ
き
十
二
銭
五
度
と
計
算
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
賛
際
披
客
 
 

船
に
積
込
む
場
合
に
は
十
鐘
で
よ
い
の
で
あ
る
。
三
井
銀
行
が
故
初
鎚
百
親
風
を
郵
船
の
天
洋
丸
積
み
笹
て
現
送
し
た
場
合
に
も
こ
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此
の
計
算
に
基
く
と
き
は
百
萬
凶
の
軍
貨
を
現
送
し
て
、
九
十
九
萬
四
千
百
三
十
園
の
手
取
と
な
る
。
乏
を
為
替
相
婁
に
引
直
せ
 
 

ぼ
、
四
十
九
弗
五
五
＝
毎
即
ち
凶
十
九
弗
十
六
分
の
九
窮
と
な
る
。
叉
日
空
銀
二
十
日
問
の
金
利
を
見
込
ん
で
も
送
達
費
用
百
萬
 
 

園
に
つ
き
七
千
八
百
七
十
園
で
、
之
憂
差
引
い
て
為
替
相
場
患
還
す
れ
ぼ
囚
十
九
弗
四
五
四
、
即
ち
四
十
九
弗
十
六
分
の
七
と
な
 
 

る
。
故
に
現
送
費
を
高
く
見
積
つ
て
も
正
貨
輸
送
鮎
は
銅
十
九
弗
十
六
分
の
七
で
あ
少
、
調
速
費
を
安
く
見
観
れ
ば
囚
十
九
弗
十
六
 
 

分
の
九
と
な
る
の
で
あ
る
。
今
そ
の
中
間
を
と
つ
て
粗
十
九
弗
二
分
の
言
す
る
聖
日
銀
の
見
積
に
よ
る
四
十
九
弗
八
分
の
三
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

4
）
 
 

の
開
き
は
四
分
の
小
粒
に
上
る
の
で
あ
る
。
 
 

の
料
率
で
雪
た
。
只
貨
物
船
に
依
る
場
合
に
は
十
二
鏡
の
保
険
料
を
沸
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
姦
に
現
送
の
璧
口
に
は
、
多
 
 

少
運
賃
は
高
く
と
も
船
足
の
早
い
客
船
が
選
ぼ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
孔
か
ら
保
険
料
は
百
園
に
付
き
十
銭
と
見
積
つ
て
よ
い
。
更
に
 
 

分
析
量
目
減
り
の
項
目
に
含
克
て
ゐ
望
去
ヱ
ン
ト
の
手
数
料
、
そ
の
他
雑
費
の
計
算
を
見
痍
り
直
ほ
し
て
み
る
と
次
の
如
く
 
 

な
る
と
い
ふ
。
 
 

（
4
）
之
等
の
計
盈
－
こ
ほ
中
外
財
界
嘉
撃
義
よ
り
教
へ
ら
れ
㍗
施
・
か
多
い
。
 
 

茫
化
且
械
少
の
問
題
 
 

邁
 
 

質
 
 

浮
上
保
険
料
 
 

分
析
魔
日
放
リ
 
 

三
、
七
滋
〇
 
 

一
、
O
C
〇
 
 
 

五
〇
〇
 
 
 

六
二
〇
 
 
 

（
エ
ー
ジ
ヱ
シ
ー
の
手
数
料
は
之
に
食
ま
ろ
）
 
 

五
、
∧
七
〇
 
 

（
一
こ
玉
）
一
心
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（
】
二
六
）
 
山
八
 
 
 

第
五
懸
 
第
二
渋
 
 

斯
く
の
如
き
違
算
は
何
忙
逝
く
か
と
い
ふ
に
、
政
府
が
数
年
紹
に
約
二
千
簡
弗
の
正
貨
硯
途
を
待
っ
た
と
き
の
唯
二
の
経
験
を
ば
 
 

日
銀
が
金
科
志
保
の
如
く
遵
奉
し
て
ゐ
て
そ
の
後
の
正
貨
現
法
技
術
の
進
歩
、
又
叫
般
に
は
経
臍
界
の
諸
寄
情
の
欒
化
を
看
過
し
て
 
 

ゐ
た
と
い
ふ
瓢
に
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
 

七
 
 

元
来
正
貨
の
現
送
費
は
輪
迭
の
分
鼠
に
よ
つ
て
多
少
の
差
異
を
釆
た
す
。
山
時
に
多
額
の
輸
送
を
な
す
と
き
は
百
聞
雷
り
の
費
用
 
 

は
比
較
的
少
く
て
す
む
。
然
る
に
数
年
前
迄
は
山
鹿
に
五
官
萬
鳳
以
上
の
現
迭
は
困
経
と
さ
れ
て
居
り
、
又
保
険
愈
祀
も
そ
の
金
額
 
 

以
上
の
調
速
に
封
し
て
保
険
歓
引
受
け
な
い
様
な
有
様
で
あ
つ
た
。
然
る
に
今
日
で
は
…
回
言
畠
園
迄
位
は
保
険
に
附
し
得
る
様
 
 

に
な
つ
て
屠
る
。
さ
す
れ
ぼ
数
年
前
の
二
倍
位
の
輪
迭
が
可
能
に
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
時
に
輸
迭
す
る
分
量
が
多
く
な
れ
ぼ
運
 
 

賃
、
諸
掛
等
の
割
合
も
低
下
し
て
、
従
っ
て
現
送
資
金
鰭
が
安
く
な
り
、
逆
に
甫
E
貸
特
産
鮎
が
聡
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
日
銀
富
 
 

局
も
梢
後
に
は
上
記
の
如
く
安
慣
に
硯
迭
の
出
来
得
る
こ
と
に
嵐
付
い
た
の
で
あ
る
が
、
初
の
申
は
多
く
之
を
悟
ら
な
か
っ
た
梯
で
 
 

あ
る
ぐ
従
っ
て
解
禁
準
備
と
し
て
も
常
に
週
十
九
弗
八
分
の
羊
を
正
貨
醸
造
鮎
と
し
て
之
の
相
場
で
の
剖
冤
に
摘
心
し
て
ゐ
た
の
で
 
 

あ
る
。
然
る
に
寄
賛
に
於
て
は
も
つ
と
有
利
に
現
迭
の
出
来
た
た
め
、
琢
期
せ
ざ
る
程
多
額
の
正
貨
が
叫
時
に
洗
出
し
た
の
で
あ
つ
 
 

た
。
し
か
も
内
地
銀
行
に
は
魔
力
正
貨
現
送
を
城
ま
し
め
、
外
囲
銀
行
に
は
温
々
な
が
ら
之
を
許
容
し
た
の
で
、
徒
ら
に
外
囲
銀
行
 
 

を
し
て
利
益
を
肇
卸
せ
し
め
る
こ
と
1
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か
1
る
際
に
日
本
銀
行
が
も
つ
と
時
宜
に
適
し
た
方
笠
を
と
ら
な
か
つ
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た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
日
銀
は
常
に
嘗
際
界
の
蜜
情
を
調
査
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
今
少
し
攻
込
ん
で
研
究
 
 

を
す
る
援
此
の
際
希
望
し
た
い
。
 
 
 

併
し
反
面
に
於
て
、
解
禁
以
後
二
億
以
上
の
正
貨
の
減
少
を
鬼
、
j
E
貸
準
備
は
九
倍
養
と
な
つ
た
こ
と
を
以
て
他
聞
で
は
彼
れ
此
 
 

れ
心
配
し
て
ゐ
る
校
で
あ
る
が
、
か
ゝ
る
心
配
は
全
く
杷
愛
で
あ
る
こ
と
を
世
人
に
向
つ
て
注
意
し
た
い
。
成
程
止
貨
の
減
少
が
意
 
 

想
外
正
多
か
つ
た
こ
と
は
寄
覆
で
あ
る
が
、
十
倍
以
上
の
正
貨
の
申
、
二
倍
位
の
正
貨
の
減
少
す
る
こ
と
は
冤
粒
心
痛
す
る
に
は
懲
 
 

ら
な
い
と
恩
ふ
。
克
来
金
の
輸
出
腰
止
に
よ
つ
て
、
吾
観
は
正
常
に
保
持
し
碍
可
か
ら
ざ
る
華
貸
を
保
持
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
よ
 
 

く
貨
幣
は
紅
顔
界
の
血
液
な
り
（
ホ
ル
ネ
ツ
ク
）
と
の
比
喩
が
周
ひ
ら
れ
る
が
、
血
液
は
術
還
す
る
か
ら
よ
い
の
で
、
之
が
停
滞
す
れ
 
 

ぼ
忽
ち
欝
皿
を
来
す
。
そ
の
様
に
貨
幣
が
経
済
界
に
て
廠
く
自
然
に
流
動
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
を
人
馬
の
発
を
用
ひ
て
徒
 
 

ら
に
阻
む
の
は
緊
急
の
時
以
外
に
於
て
は
決
L
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
正
貨
は
一
問
内
の
貨
衛
の
咄
少
部
分
を
占
め
る
も
の
 
 

で
は
あ
る
が
、
今
日
金
本
位
制
度
む
採
用
L
て
ゐ
る
固
で
は
、
こ
の
正
貨
が
あ
ら
ゆ
る
貸
魔
の
基
本
に
な
つ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
 
 

之
の
流
通
の
難
易
は
忽
ち
貨
簡
仙
般
に
影
響
す
る
。
故
に
解
禁
に
よ
つ
て
解
放
さ
れ
、
水
の
低
き
に
つ
く
が
如
く
に
正
貨
が
流
れ
る
 
 

の
は
、
自
然
の
状
態
に
握
る
と
で
あ
つ
て
反
っ
て
菩
ぶ
べ
き
寄
で
あ
る
。
ロ
ハ
何
番
に
て
も
急
激
な
る
欒
化
は
好
ま
し
く
な
い
、
そ
の
 
 

意
味
に
於
て
約
八
十
日
聞
匿
二
億
鹿
千
萬
園
の
正
貨
減
少
は
歓
迎
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
以
て
財
界
不
安
を
 
 

稲
へ
る
の
は
あ
ま
り
性
急
で
あ
．
る
。
革
質
上
二
億
の
減
少
が
要
ふ
ペ
き
も
の
な
少
や
否
や
は
色
々
の
方
面
、
郁
々
の
観
瓢
に
よ
つ
て
 
 

そ
の
判
定
が
典
る
で
あ
ら
う
が
、
私
は
之
を
悲
観
的
に
解
絆
し
な
い
。
 
 

正
貨
減
少
の
問
題
 
 

（
一
二
七
）
一
九
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〓
二
八
）
 
二
〇
 
 
 

第
五
塔
 
第
二
抗
 
 

血
時
正
貨
減
少
の
蔑
、
金
融
の
引
締
り
を
感
じ
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
も
ー
銭
五
度
む
栴
へ
る
や
う
な
寄
も
あ
つ
た
が
、
併
し
之
は
一
 
 

時
的
現
象
で
金
融
界
全
濃
と
し
て
資
金
の
紋
乏
に
困
り
披
く
と
い
ふ
経
で
は
な
い
。
殊
に
正
貨
流
出
も
叫
段
落
を
つ
げ
、
之
以
上
の
 
 

流
出
は
恨
令
あ
る
と
す
る
も
左
程
多
額
で
は
な
く
、
叉
そ
の
流
出
の
原
因
も
主
と
し
て
馬
替
資
金
補
充
の
馬
の
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
 
 

金
融
界
が
今
日
の
状
態
を
持
摸
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
、
更
に
突
獲
的
な
寄
攣
さ
へ
な
け
れ
ぼ
解
禁
後
の
金
融
界
は
大
勢
よ
り
見
て
 
 

比
較
的
順
調
に
経
過
し
て
ゐ
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
尤
も
日
本
銀
行
が
正
貨
現
法
鮎
に
つ
き
て
大
な
る
違
算
を
な
し
て
 
 

ゐ
た
鮎
は
看
過
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
が
、
今
度
之
を
沓
め
て
も
仕
方
は
な
い
。
只
之
に
つ
い
て
は
将
来
を
戒
め
る
の
み
で
あ
る
。
そ
 
 

こ
で
此
の
上
は
日
本
銀
行
が
経
臍
界
の
時
宜
に
通
し
た
方
策
を
誤
り
な
く
途
行
す
る
楼
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
 
 

に
は
著
し
必
蜜
な
ら
ば
、
そ
し
て
倫
確
驚
な
る
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
日
本
銀
行
は
躊
躇
せ
す
資
金
を
貸
出
す
の
常
に
田
づ
べ
き
で
あ
 
 

ら
う
。
併
し
通
貨
の
膨
張
と
物
偵
の
低
落
と
は
両
立
し
な
い
か
ら
、
勿
論
無
方
針
な
通
貨
増
教
も
困
る
が
、
そ
こ
は
日
本
銀
行
嘗
局
 
 

の
手
腕
を
見
せ
る
鬼
で
あ
ら
う
。
只
志
賀
の
減
少
を
無
下
に
愛
ふ
る
の
は
金
威
主
義
的
貨
幣
別
に
囚
は
れ
て
か
る
の
で
あ
り
、
叉
時
 
 

代
錯
誤
の
考
へ
方
で
あ
る
。
 
 

（
四
月
八
日
稲
）
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